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家
具
転
倒
予
防
金
具
等

取
付
事
業

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

　

昨
年
度
ま
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
世
帯
が
事
業
対
象
者

で
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
要
件
を

緩
和
し
、
全
市
民
を
対
象
と
し
ま

し
た
。
ま
だ
、
家
具
の
固
定
が
で

き
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
地
震
に
備
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
集
会
所
等
の
耐
震
化

　

津
波
浸
水
区
域
外
に
あ
る
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
地
域
集
会
所
な
ど
を
対
象
に
、

国
お
よ
び
県
の
補
助
制
度
な
ど
を

活
用
し
て
、
地
域
の
公
民
館
な
ど

の
耐
震
化
の
た
め
の
補
助
制
度
を

新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
者

の
収
容
力
拡
大
を
図
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

収
納
率
や
加
入
率
の
向
上
な
ど

適
切
な
運
営

財
政
状
況

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
形
式

収
支
は
、
５
億
６
千
875
万
５
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。
形
式
収
支

か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
す
る
と
、
実
質
収
支
は

３
億
６
千
866
万
６
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
財
政
調
整

基
金
に
１
億
８
千
500
万
円
の
決
算

積
み
立
て
を
行
い
、
翌
年
度
繰
越

金
は
１
億
８
千
366
万
６
千
円
と
な

り
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
大

は
一
般
会
計
を
圧
迫
し
ま
す
の
で
、

特
別
会
計
で
も
収
納
率
や
加
入
率

の
向
上
、
ま
た
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
り
、
適
切
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

新
た
な
視
点
や
発
想
に
よ
る

地
域
活
性
化
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
地
域

活
動
の
応
援
に
よ
る
地
域
力
の
向

上
を
活
動
内
容
と
し
て
、
５
月
１

日
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
１

名
が
着
任
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
地

域
の
活
動
や
地
域
資
源
を
広
く
知

っ
て
も
ら
い
、
そ
の
上
で
新
た
な

視
点
や
発
想
で
地
域
住
民
と
共
に

活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
３

名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
採

用
す
る
計
画
で
、
10
月
の
着
任
に

向
け
て
再
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
医
療
費
の

適
正
化
に
よ
る
安
定
運
営
へ

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

平
成
26
年
度
の
歳
入
総
額
は
61

億
４
千
771
万
７
千
円
、
歳
出
総
額

は
61
億
737
万
３
千
円
と
な
り
、
４

千
34
万
４
千
円
の
決
算
剰
余
金
が

生
じ
ま
し
た
が
、
全
額
を
本
年
度

の
国
な
ど
へ
の
返
還
金
の
財
源
と

し
て
繰
り
越
し
ま
し
た
。
特
定
健

診
は
、
受
診
の
機
会
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年
度
よ

り
受
診
券
の
有
効
期
間
を
３
月
末

日
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
医

療
費
の
適
正
化
に
よ
り
国
保
財
政

の
安
定
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
に
対
応
す
る
た
め
、
国
、
県

の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
」
に
準
じ
て
「
南
国

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
対
策
に
は
日
頃
か
ら
の
感

染
予
防
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
の
啓
発
に

努
め
ま
す
。

感
染
予
防
の
行
動
計
画
策
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
の
支
援

ご
み
の
戸
別
収
集

　

本
年
度
か
ら
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
ご
み
を
出
す
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
や
障
害
者
の
世
帯
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、
ご
み
の
戸

別
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
長
寿

支
援
課
お
よ
び
福
祉
事
務
所
を
申

請
窓
口
と
し
て
、
必
要
な
世
帯
に

対
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

収
集
し
て
い
る
品
目
に
つ
い
て
、

週
１
回
、
玄
関
先
な
ど
で
回
収
す

る
制
度
で
、
50
世
帯
程
度
が
対
象

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

36
集
落
で
準
備
会
設
立

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　

国
に
よ
る
ほ
場
整
備
事
業
・
国

営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
は
、

本
市
の
農
業
振
興
、
農
業
基
盤
の

整
備
方
向
な
ど
を
検
討
す
る
「
地

域
整
備
方
向
検
討
調
査
」
が
３
年

目
を
迎
え
、
平
成
27
年
３
月
末
現

在
、
36
集
落
で
整
備
構
想
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
面
積
で
準
備
会

が
設
立
し
ま
し
た
。
４
月
に
は
準

備
会
全
体
説
明
会
を
開
催
し
、
準

備
会
設
立
状
況
や
今
後
の
調
査
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
国
の
採
択
を

受
け
て
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る

「
地
区
調
査
」
へ
の
移
行
に
向
け
、

精
力
的
に
準
備
会
勉
強
会
、
説
明

会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で

「
軍
鶏
ッ
ケ
」
が
優
勝

観
光
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
４
日
、
５
日
に
「
岡
豊
山

さ
く
ら
ま
つ
り
」
と
「
土
佐
の
食

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ

で
は
、
高
知
農
業
高
校
と
ご
め
ん

シ
ャ
モ
研
究
会
の
コ
ラ
ボ
商
品
で

あ
る「
軍
鶏
ッ
ケ（
シ
ャ
モ
ッ
ケ
）」

が
優
勝
し
、
な
ん
こ
く
空
の
駅
推

進
協
議
会
の
「
四
方
竹
肉
巻
フ
ラ

イ
」
も
上
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ス
ウ
ィ
ー
ツ
部
門
で
は
、
西
島
園

芸
団
地
の
「
西
島
イ
チ
ゴ
の
パ
ン

ケ
ー
キ
」
が
ベ
ス
ト
ス
ウ
ィ
ー
ツ

賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
本
市
の
食

の
豊
か
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

長
宗
我
部
元
親
飛
翔
之
像
建
立

　

５
月
３
日
、
地
域
の
方
々
の
悲

願
で
あ
り
ま
し
た
、
長
宗
我
部
元

親
飛
翔
之
像
が
県
立
歴
史
民
俗
資

料
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
完
成
し
、

除
幕
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
建
立
に
向
け
て
ご
尽
力
さ
れ

た
建
立
委
員
会
の
方
々
や
関
係
者
、

協
賛
者
の
ほ
か
、
多
く
の
長
宗
我

部
フ
ァ
ン
が
会
場
に
集
い
、
新
し

い
岡
豊
山
の
シ
ン
ボ
ル
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

本
年
度
、
３
地
区
で
実
施

地
籍
調
査
事
業

　

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調

査
事
業
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
、

昨
年
度
に
一
筆
地
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
、
比
江
地
区
、
宍
崎
地
区
、

黒
滝
地
区
、
久
枝
地
区
の
地
籍
簿
・

地
籍
図
の
作
成
お
よ
び
閲
覧
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
宍
崎
地
区
、
黒

滝
地
区
、
久
枝
地
区
で
一
筆
地
調

査
を
継
続
し
て
実
施
す
る
区
域
で

地
籍
調
査
事
業
の
補
助
金
交
付
決

定
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
発
注
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
審
議
会
を
設
置

篠
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　

篠
原
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

本
年
度
内
に
予
定
し
て
い
ま
す
仮

換
地
計
画
案
の
縦
覧
に
向
け
て
、

施
工
者
の
諮
問
機
関
と
な
る
土
地

区
画
整
理
審
議
会
を
設
置
し
、
評

価
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

審
議
会
お
よ
び
評
価
員
会
を
各
２

回
開
催
し
、
審
議
会
お
よ
び
評
価

員
の
権
限
や
換
地
設
計
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
区
画
整
理
だ
よ
り
を
発
行
し
、

審
議
会
お
よ
び
評
価
員
会
の
開
催

状
況
な
ど
を
権
利
者
に
報
告
し
ま

し
た
。

災
害
に
備
え
た
初
動
体
制
確
立
へ

消
防
団
活
動

　

消
防
団
は
、
昨
年
の
台
風
上
陸

時
に
多
く
の
警
戒
、
水
防
活
動
を

行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
水
防
訓

練
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
の
広
島
市
で
の

土
砂
災
害
を
教
訓
に
、
各
消
防
団

に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
地
図
を

配
布
し
、
危
険
個
所
の
周
知
に
努

め
、
警
戒
、
避
難
な
ど
の
実
効
力

の
あ
る
初
動
体
制
の
確
立
に
努
め

て
い
ま
す
。

教
育
に
関
す
る
大
綱
を
検
討

第
１
回
総
合
教
育
会
議

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に

よ
り
、
本
年
度
か
ら
総
合
教
育
会

議
を
設
置
し
ま
し
た
。
第
１
回
目

の
会
議
は
４
月
15
日
に
開
催
し
、

教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大

綱
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
「
第
３
次
南
国
市
総
合

計
画
」
や
本
市
に
お
け
る
教
育
課

題
、
取
組
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、

本
市
と
し
て
今
後
目
指
す
べ
き
教

育
の
基
本
的
な
方
向
性
や
、
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
行
政
施
策
を

示
し
て
い
る
「
南
国
市
教
育
振
興

基
本
計
画
」
を
、
本
市
に
お
け
る

大
綱
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。保

育
料
見
直
し
で
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
伴

い
、
従
来
の
保
育
料
を
使
用
料
に

改
定
し
、
額
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
26
年
度

と
比
較
し
て
、
全
体
で
約
６
千
300

万
円
、
約
16
％
の
引
き
下
げ
を
行

う
と
と
も
に
、
保
護
者
所
得
階
層

を
増
や
す
こ
と
で
、
子
育
て
支
援

の
推
進
と
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」・「
子
育
て
世

　

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
実
施

臨
時
給
付
金

　

平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
実
施

さ
れ
ま
す
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

は
申
請
受
付
を
本
年
９
月
１
日
か

ら
、
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
は
６
月
１
日
か
ら
と
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
６
月
号

に
お
い
て
周
知
を
図
っ
た
ほ
か
、

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
体
制
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　橋詰壽人市長は、各議案の提案説明に先立ち、「５
月19日には、第138回四国市長会議が本市で開催
され、国への要望事項について審議しました。会議
では、45の議案が提出され、特に、『四国８の字ネッ
トワーク』の早期実現について、多くの賛同があり
ました。また、地方創生については、県が本年３月
に『高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略（暫定版）』
を策定し、８月までに人口の将来展望を盛り込んだ
確定版を策定する見込みです。本市でも、国・県の
総合戦略を勘案して、2060年までの『人口ビジョ
ン』と本年度から５カ年の『南国市まち・ひと・
しごと創生総合戦略』を10月をめどに策定します。
４月には各種団体代表者、有識者、公募市民など合
計30名で組織する南国市行政計画審議会を設立し、
すでに２回の会議を開催しました。４月 28日の第
１回目の会議では、この総合戦略と併せて、平成
28年度から始まる『第４次南国市総合計画』につ

いて、審議会に諮問しました。審議会には、計画案
がまとまった段階で、答申をいただく予定で、議員
の皆さまには、総合戦略について９月定例会、総合
計画については来年の３月定例会に計画案をお示し
したいと考えています。また、本年度、地方創生の
一つの取り組みとして、国の交付金を活用し、地域
消費喚起策として、『プレミアム付商品券なんこく』
を発行します。６月下旬に販売を開始し、７月１日
から使用可能となります。これに加えて、福祉事務
所を窓口に『子育て世帯応援商品券」を交付します。
いずれの商品券も、市内の加盟店舗で使用すること
で、地域を元気にするきっかけとするものですので、
ぜひご使用いただき、地域活性化につなげていただ
ければと思います。」と述べた後、主要な課題につ
いて報告しました。
（内容はあらましです）

市政報告６ ６月12日

第384回　市議会定例会

市政報告月議会


